
 

 

2025 年 12 月 8 日 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス 

 

博報堂ＤＹホールディングス、 

公益社団法人企業情報化協会「2025年度第 43回 IT 賞」 

IT 優秀賞（経営・業務改革）を受賞 

―役員の率先したAI 活用により、社内の創造性の創発で業務の効率化と高度化を実現― 

 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス（本社：東京都港区、代表取締役社長：西山泰央、以下 博報堂

ＤＹホールディングス）は、公益社団法人企業情報化協会が主催する「2025 年度第 43 回 IT 賞」にお

いて、IT 優秀賞（経営・業務改革）を受賞しました。 

 

 

 

 

 

「IT 賞」は、公益社団法人企業情報化協会が主催する、IT やデジタル技術を活用して、優れた業務改

革や社会貢献を実現した活動体（企業・団体・機関・組織・学校・組合など）を称える表彰制度です。 

本賞は、日本の産業界および公共分野における IT・デジタル活用の推進と、その先進的な実践の普及を

目的としています。 

 

“人間中心の AI”によるクリエイティビティの進化・拡張を目指す博報堂ＤＹグループでは、2024 年

4 月に社内外での AI の先端研究や技術開発を推進する「Human-Centered AI Institute（HCAI）」を設

立し、博報堂ＤＹグループでの AI 関連施策を推進しています。 

本年 8 月からは、博報堂ＤＹグループの横断的な AI 推進プロジェクト（HCAI Initiative）の一環と

して、経営層を起点とした全グループ社員の AI 活用促進とエイジダイバーシティ推進を目的に「AI メ

ンタリング」制度※の運用を開始しています。その過程で、若手の AI 知識と役員の豊富な経験知を相互

に融合させることで、世代間の壁を越えた学び合いとその先の成長を促しています。AI の活用によって、

役員や社員同士の心の距離を縮める力を実感しました。 

また、博報堂ＤＹグループの AI リテラシーの総体的な向上の中で、個人の能力を組織の力として活

用する動きや、AI と共に社員同士の創造性を増幅させていく動きなどから、大幅な業務効率化を実現し、

その余剰時間を新たな創造性の活力としていくことを実践しています。 

こうした活動が、人間中心の AI を具現化する先進的な取り組みとして評価され、今回の受賞に至り

ました。 

 

博報堂ＤＹホールディングスでは今後も“人間中心の AI”によるクリエイティビティの進化・拡張を目

指すとともに、グループ全社員の AI 領域における専門知識獲得・リテラシー向上を基盤に、AI との共

創によるクライアント企業のマーケティング支援の高度化と、新たな価値創造を推進してまいります。 



 

 

※ 「AI メンタリング」制度：積極的に AI を活用している若手社員の中から AI メンターを選出し、ペアとなる博報堂Ｄ

Ｙグループの経営層に対し定期的に AI ツールのトレーニングやサポートを行う一方、経営層は自身の経験知や知見を若

手社員に提供する相互補完型のプログラム。 

博報堂ＤＹグループ「AI メンタリング」制度を導入＿経営層と若手社員によるペアワークで AI 活用を加速化 

 

 

 

■Human-Centered AI Institute（HCAI）について 

博報堂ＤＹグループは、2024 年 4 月、AI による効率化の研究開発だけでなく、人のクリエイティビ

ティを刺激し創造性を引き出すための「人間中心のアプローチによる AI 研究所」として、HCAI を設

立しました。これからの AI のあるべき姿を探求し、これに基づいた先端技術、応用技術の研究を進め

ることで、「生活者と社会を支える基盤」の構築を目指します。 

 

 
HCAI サイト：https://hcaii.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス グループ広報・ＩＲ室 倉品・塚田  koho.mail@hakuhodo.co.jp 

 

https://www.hakuhodody-holdings.co.jp/news/corporate/2025/08/5771.html
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